


病院長メッセ ー ジ

〉〉〉医師としての礎を築く大切な2年間その答えは必ず現場にあります

医学生の皆様、当院臨床研修のパンフレットをご覧いただきありがとうございます。
医師卒後臨床研修は、これから始まる医師人生の礎を築く、非常に大事な2年間です。どこの施
設を研修先に選ぼうか、大いに迷っておられることと思います。当院の臨床研修は、研修医の皆さ
んのご希望に沿って、様々な調整が可能です。出身大学や出身地を選考の条件 にしたことは一度も
ありません。また、将来どのような領域に進んでも、当院での2年間の経験は必ず役に立ちます。
将来、様々な領域で活躍していただくための能力を身に着ける最適の教育環境をご用意してお待ち
しております。

病院長歪I野；元嗣

当院臨床研修の理念、いかなる状況でも目の前の悪者さんと真摯に向き合える医師を養成する。に
共感を覚えてくれたあなた、医師としての礎を一緒に築いてゆきましょう。お伝えしたいことはま
だまだ沢山あります。是非一度貝学にいらしてください。
“答えは現場にある ！ ”
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向き合える医師を養成する

医師になると、ER・外来・病棟・災害現場
など様々な状況に遭遇します。私たちはその

ょうな場面におかれたとき、立ち往生
しない医師を育てていくことを

目指しています。

I 病院概要

病 院名 筑波メデイカルセンター病院
開設者 公益財団法人筑波メディカルセンター

病 院 長 河野元嗣
開院日 1985年2月16日

＂ 

病床数 453床（一般病棟450床 感染症病棟3床）
患 者数 外来 174,887 人 入院 116,053 人
救急患者総数26,740 人
救急搬送件数5,056件 （内ヘリ搬送 54件 ）
ドクターカー出動 240件

医 師数 146名 指導医数60名
研 修 医 基幹型22名、協力型3~8名
専攻医 基幹型3名、他に連携施設からの受入多数

（診療統計は2022年度実績）
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診療科目
救急診療科、総合診療科、小児科、整形外科、消化器内科、
消化器外科、呼吸器内科、呼眼器外科、循環器内科、
心臓血管外科、脳神経内科、脳神経外科、乳腺科、
リハビリテ ー ション科、泌尿器科、婦人科、麻酔科、
放射線科、放射線治療科、緩和医療科、病理科、
臨床検査医学科、感染症内科、腎臓内科、

研修を希望するみなさんへ

当院の臨床研修の理念は「いかなる状況でも目の前の患者さんと真摯に向き合える医師を養成する」
です。けがや病気の方を助けたいという気持ちは医師を目指す誰もが持っていると思いますが、‘い
かなる状況でも ‘ '真摯に向き合う ’ ためには、自分自身が健康で人として成長し、その上に医学の
知識と経験、また自分の能力を知り他スタッフとどう連携できるか瞬時に判断する冷静さやコミュ
ニケ ー ション能力が必要です。当院では、この理念のもと、病院全体、多聰種一丸となって研修医
の育成に力を入れています。
当院は救命救急センターや地域がんセンターを有する地域中核病院で、メディカルラリーや学術集
会、勉強会など教育は充実しています。全国から研修医は集まっており、進路も救急医療から基礎
医学まで様々です。
是非一度見学にお越しください！ プログラム責任者齊哺伶ク、子；

1 研修スケジュ 尖 ）1,1
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オリエンテ ー ション

I
3週(12日間）

内科（必修科目） 24週(6ヶ月）

救急部門（必修科目） 12週(3ヶ月）

地域医療（必修科目） 4週(1ヶ月）

外科（必修科目） 8週(2ヶ月）

小児科（必修科目） 8週(2ヶ月）

産婦人科（必修科目） 8週(2ヶ月）

精神科（必修科目こ］
4週(1ヶ月）

選択研修
I

24週(6 ヶ月）
一般外来研修

I

4週(20日閻）

専門部長
医師卒後臨床研修委員会委員長

法人 全体で4月新入職者のオリエンテ ー ションからスタ ートし、他部門 との交流を深める
とともに、病院機能や他職種の役割を理解するため、診療科研修開始前に、看護部、診療技

術部、介護医療支援部、事務部など全部署の研修を行う。
入院忠者の診療を中心に、臨床医として必要な基本的診療 の知識・技能・態度を習得する。
循環器内科・呼吸器内科・総合診療科・消化器内科を1.5ヶ月ずつローテー ション する。
主な救急疾患の病態を理解し、救急現場で最も適切な処置を迅速・確実 に実施するために必
要な基本的知識・技術・態度を修得する。
原則的に1週間ずつ4施設を選択し、地域医療 ・病診連携について学ぶ。在宅医療研修を経
験する。
外科 の基本的診療 と歯床検査の選択 と評価、手術適応の決定、手術手技・基本的な治療法な
どについて修得する。消化器外科・呼吸器外科・心臓血筈外科・脳神経外科・整形外科・泌
尿器科·婦人 科・乳腺科から選択。
救急外来診療および入院患者の検査・治療を通じて、診察方法、基本手臨床検査の選択と評

価、治療手技、薬用量、小児保健などについて修得する。
霞ヶ浦医療センタ ー、筑波大学附属病院、つくばセントラル病院、総合守谷第一病院から選
択 する。
茨城県立こころの医療センタ ー、水海道厚生病院、筑波大学附属病院から選択する。
院内の全診療科、協力 病院・協力施設から選択可能（要調整）。
内科（総合診療科）・小児科・地域医療 研修で「並行研修」としておこなう。

※調整期間9週

I 口 与 ‘ーショツ例（上段： 1 年目、 下段2年目）

------------
囚 内科 内科 内科 救急診療科 選択 外科系

地域 精神 小児科 産婦人科 選択 選択 選択 選択 選択 選択

[ 救急診療科 選択 外科系 内科 ＿内科 内科
地域 選択 選択 選択 選択 精神 産婦人科 小児科 選択 選択

I プログラム協力施設

協力型病院 筑波大学附属病院／霞ヶ浦医療センター／茨城県立中央病院／茨城県立こころの医療センター

協力施設

筑波学園病院／つくばセントラル病院／水海道厚生病院／束京医科大学茨城医療センター

総合守谷第一病院

二の宮眼科／成島クリニック／つくば辻クリニック／石岡・平本皮膚科医院／あおきこどもクリニック
大和クリニック／飯岡医院／坂根Mクリニック／つくば在宅クリニック
北茨城市民病院附属家庭医療センター／ちかつクリニック／つくばキッズクリニック
茨城県赤十字血液センター／茨城県つくば保健所／茨城県土浦保健所
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